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前回につづき三菱プロセス油の実験データを御紹介し
ます． なお配合は前回表l. lに表示してあります．

1. 2 グッドリッチプラストメ ー ター によ
軟度の測定のつづき．
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1. 3 ム ーニ ー スコーチ試験
試料のムーニースコーチに与える影響を知見するたと

NR, SBR両配合について試料配合量5.15PHRの配f
ゴムを取上げムーニ ー スコ ーチ試験を行なった．

測定条件 250° F (121° C) MS-1
結果を表1.3.1, 1.3.2図1.3. 1, 1. 3. 2に示L

た ．
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